
 

 

 

 

 

 

 

早いもので、明日から師走・・・。２学期も残り３週間ちょっととなりました。 

運動会・音楽発表会・社会見学など、大きな行事も多くとてもあわただしかった２ 

学期ですが、残りの３週間でこれまでの自分をきちんと振り返り、学習面・生活面 

でのまとめをしっかりしてほしいと願っています。 
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今年度も、次年度の学校経営の参考とさせていただくため、学校評価「保護者アン

ケート」を実施させていただいています。詳細につきましては、配布済みの通知をご覧

ください。昨年度から、従来通りの紙媒体（マークシート方式）は廃止し、グーグルフォ

ームでの web入力のみとなりましたので、スマートフォンやタブレット、PCからの回答を

お願いします。回答は、ウサギメールでお知らせした URLからアクセスしていただくか、

通知の QR コードを読み取ってください。また、兄弟姉妹がある場合には、お一人ずつ

回答していただけたらと思います。お忙しい中ではありますが、ご協力をよろしくお願

いします。 

農業問題について考える！ 
 １１月６日（月）、５年生が社会科の学習の一環として、勝間 

田高校の中西校長先生をお招きし、農業問題について考え 

る学習を実施しました。 

 ５年生の児童はこれまで、地域の産業を学ぶ中で農業の 

課題について考え、それらを解決するために何を行うこと 

が必要かといった学びを進めてきました。今回は「自分たちが見つけられなかった課題についてプロ

に聞いてみよう！」ということで、中西校長先生からお話を伺いました。中西校長先生からは、「年々

増える耕作放棄地について」や「食料自給率が低く将来の日本の食が危ぶまれること」などをわかり

やすく説明していただきました。また、「アグリ魅力化プロジェクト」の一環で勝間田高校生が制作した

「農業の魅力発信」動画も紹介してくださいました。その動画に出演している神田昌洋さん（勝央町で

農業を営んでいる若者）本人が突然教室に登場するというサプライズもあり、子どもたちは大喜び。

神田さんからは、「農業は汚れたり地味だと言われたりするが、自分で計画を立てるなど自信をもって

やっている。」と、農業の魅力について語ってくださいました。その後の質問コーナーでは、中西校長

や神田さんに対する質問が次々と出されるなど、この授業を通して、児童の農業に対する興味や関心

がこれまで以上に高まったのではないかと思います。中西校長、神田さん、ありがとうございました。 

 

 

 

  

みなさんご承知の通り、2024年５月に、岡

山県で「全国植樹祭」が開催される予定です。

勝間田小学校でも、その「全国植樹祭」にちな

んだ「プレ記念植樹」を１１月１日（水）に実

施しました。参加したのは児童会役員７名で、

森林組合の方のご指導のもと、アカマツ・クロ

ガネモチ・ツツジ（勝央町の花）の植樹を行い

ました。運動場が狭いということで、今回は鉢

植えをしましたが、 

来年になったら写 

真の右端にある標 

柱とともに、近隣 

の山に植え替える 

予定でいます。 

  

 

 

 

１１月１８日（土）に開催しました『勝間田小学校音楽発表会』では、お忙しい中にもかかわらず、

多数のご参観をいただき、誠にありがとうございました。昨年度は、新型コロナウイルス感染拡大防

止のため参加者の入場制限や入れ替えを行っていましたが、今年はそういった制限のない音楽発表会

ということで、たくさんの方々にお越しいただくことができました。 

子どもたちは、当日見に来られたお客様やお家の方々に、一生懸命に頑張っている姿を見ていただ

こうということで、音楽の時間を中心に、何度も繰り返し練習してきました。とくに今年は、どの学

年の児童も自らの「非認知能力」を意識し、一人一人が振り返りを大切にしながら取組を進めてきま

した。当日の発表はいかがだったでしょうか？限られた時間の中での練習ということもあって、不十

分なところも多々あったかもしれません 

が、どの学年も、どの子どもたちも、最 

後まで楽しく歌ったり、一生懸命に演奏 

したりする姿を見ていただけたのではな 

いかと思います。発表会後、参加者の皆 

様からたくさんの温かいお言葉をいただ 

き、児童も教職員も、やり遂げた後の充 

実感や達成感をしっかりと味わうことが 

できました。これもひとえに、ご家族や 

地域の皆様のご支援のおかげと感謝申し 

上げます。 

この発表会で学んだ「難しいことでも 

練習を重ねれば上手にできるようになる 

こと」「みんなで心を一つにすれば素晴 

らしいものができ上がること」等を、今 

後の学習や生活の中でもしっかりと生か 

していってほしいと願っています。 
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今年度も昨年度に引き続き、植月にある田中営

農組合さんから新米一俵を、また豊久田の       

福田和慶さんより「紫黒米（しこくまい）」を寄

贈していただきました。先日の給食で、児童に提

供させていただきました。田中営農組合さん、福

田さん、ほんとうにありがとうございました。 

ちなみに「紫黒米」とは、大変珍しいお米で、

中国や日本で古くから栽培されていた「古代米」

の一つです。鉄分・カルシウム・ビタミン・ミネ

ラル・ポリフェノール・食物繊維などがたくさん

含まれているので、健康や美容のため 

にとてもよいといわれ、最近人気が出 

ているお米です。中国では昔、不老長 

寿のお米としてその時の皇帝に献上さ 

れていたこともあるそうです。 

１年生 ２年生 

３年生 ４年生 

５年生 ６年生 


